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令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日 

国土技術政策総合研究所 

 
 

浴槽レス浴室の設計ガイドライン（案）を公表 
～国総研資料第 1357 号「浴槽レス浴室のバリアフリー基準に

関する研究」を刊行しました～ 
 

 

 

 

 
 

＜概要＞ 

近年わが国では在宅高齢者の入浴中の溺水による死亡事故が多発・増加しています。

溺水事故の防止や、在宅介護における入浴介助の負担軽減等への対策の一つとして、浴

室から浴槽を無くし（浴槽レス）、浴槽を使わない入浴を行うことが考えられます。 

 そこで、国総研では研究課題「浴槽レス浴室のバリアフリー基準に関する研究」（令

和３年度～令和５年度）を実施し、特に「浴室広さ」についてのバリアフリー基準を中

心に検討を行いました。本資料は、この研究成果をとりまとめ、実大実験装置を用いた

実験結果から導き出した浴槽レス浴室の広さ基準について「浴槽レス浴室の設計ガイ

ドライン（案）」として整理したものです。これにより浴槽での溺水事故の低減と、在

宅での介護における負担軽減等にも対応した新たな浴室の提案に資することが期待さ

れます。 

 

＜資料の公表先＞  

本資料は、国総研ホームページで公表しています。 

国総研資料第 1357 号「浴槽レス浴室のバリアフリー基準に関する研究」 

（ https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1357.htm ） 

 

国総研では、在宅高齢者の入浴中の溺水事故の予防が期待できる「浴槽レス」浴室につ

いて、利用の安全性・移動の容易性や介助の容易性等を確保するための浴室の広さ基準に

ついて整理した「浴槽レス浴室の設計ガイドライン（案）」を公表しました。 

 
（問い合わせ先） 

 国土技術政策総合研究所 住宅研究部 住宅生産研究室 主任研究官 小野 （内線 4813） 

 TEL：029-864-4146 E-mail:ono-k92hk●mlit.go.jp 
※メールアドレスは、●を@に変換して送信してください 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

令和８年９月 11日同時配布 
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研究の背景

研究の概要と成果

住宅研究部 住宅生産研究室

• 近年、我が国の在宅高齢者の入浴中の溺水による死者

数が増加

• 令和6年（2024年）の家庭での溺水による死亡者数は

7,775人注１） で、その95％が65歳以上注2）

• 社会の高齢化に伴い、在宅介護が増加すると予測され

るが、入浴者を浴槽に入れるという介助行為は、介助者

にとって大きな負担であり、入浴者、介助者双方にリス

クが伴う

「浴槽レス浴室」とは

• 浴槽浴によらない入浴を行うための「浴槽がない浴室」

• 入浴者が浴用椅子等に着座、または、シャワーキャリー

等を用いて洗髪・洗体等ができる

• 介助者も入室して入浴介助ができる

• 溺水事故防止のほか、入浴介助負担の軽減により、自

宅での家族による介助が安全かつ容易にでき、入浴機

会の増加、入浴者のＱＯＬ向上への寄与も期待できる

• 住宅（戸建て/集合）の新築および既存改修に適用可

• 浴槽レス浴室のバリアフリー基準案の検討に必要な

データの収集を目的として、浴槽レス浴室を模した

実大実験装置による被験者実験を実施

浴槽レス浴室の必要空間寸法、利用安全性・容易性等の検証実験

実験概要

• 被験者は、実務または家族等の介護・入浴介助等の経験のある

つくば市近郊在住の30～70代の男性9名、女性８名

• 可動壁によって空間寸法を変えられる実験装置（右図）を設置し

計測カメラを用いて撮影した被験者の入浴動作を観察・評価

【実験１】浴槽レス浴室内に設置する手摺の位置・高さ等

入浴者及び介助者の洗い場での移動、立ち座り時の転倒防止、

入浴時の姿勢保持のための手摺の位置等の確認

【実験２】入浴に必要な浴槽レス浴室の広さ

自立歩行または歩行介助がある場合の別で、入浴動作可能となる

浴槽レス浴室の内法寸法の検討

【実験３】シャワーキャリー等使用の場合の浴槽レス浴室の広さ

介助者がおり、シャワーキャリー（または車いす）を使用した際の

移動および入浴動作が可能となる浴槽レス浴室の寸法の検討

実験の様子

実験から導かれた広さ基準（案）

サイズイメージ短辺寸法および面積区分利用者

1516 以上2.40㎡以上1,500mm以上推奨シャワーキャリー

＋介助者
1416 以上

(1416,1418など)
2.24㎡以上1,400mm以上標準

1316以上は必要

(1316,1415など)
2.08㎡1,300mm 下限

1215 以上1.8㎡以上1,200mm以上推奨自立歩行

＋介助者
1214 以上1.68㎡以上1,200mm以上標準

1213 以上は必要1.56㎡1,200mm下限

【 実験風景① 】【 実験装置 （上から見た図） 】

【 実験風景② （動画より） 】

<入浴動作フローの例>

研究の目的・内容

【 既存浴室から浴槽レス浴室への改修イメージ 】

※浴室広さ同じ ①水栓金物 ②立座り用手すり ③移動用手すり

改修後（浴槽レス）改修前（浴槽あり）

注１）人口動態統計に基づき国総研で試算
注2）65歳以上の死亡者の約65％が80歳以上の高齢者（4,791人）

なお、同年の交通事故による死亡者数は2,663人であった
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実施年度：令和３年度～令和５年度

①浴槽レス浴室の利用安全性・容易性等の実験検証

• 溺水事故の防止と介助負担の軽減を目的として、浴槽

のない浴室（「浴槽レス浴室」）の必要広さ寸法等を検討

② バリアフリーに係る技術基準等の開発

• 「浴槽レス浴室」の高齢者に配慮された設計の考え方、

安全性等の判断に適用できる技術基準等を整備


